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研究成果の概要（和文）：本科研費による主要な成果は以下の４つである。１．前回の科研費により作成した
『よき歯科医師になるための20の質問　倫理的検討事例集（2013年度版）』の教育現場における活用例について
調査し、日本歯科医学教育学会において発表した（平成25年度）。２．日本歯科医学教育学会においてプロフェ
ッショナリズムに関するシンポジウムを開催した（平成26年度）。３．倫理的検討事例を用いたプロフェッショ
ナリズム教育の展開と題するワークショップを開催した（平成27年度）。４．倫理的検討事例のひとつをシナリ
オ化した上で、映像化し、DVDに収めた（平成28年度）。

研究成果の概要（英文）：The main outcomes of the study by grant-in-aid for scientific research 
(KAKENHI) are the followings. 1. Survey of examples of application of“Ethical Cases of Dentistry 
for Discussion”, which we had made out in the previous research by KAKENHI, at the educational 
site, and presentation of the result at the academic convention of Japanese Dental Education 
Association (JDEA)in 2013. 2. Holding of the symposium on dental professionalism at the academic 
convention of JDEA in 2014. 3. Holding of the workshop entitled‘Development of Professionalism 
Education Using“Ethical Cases of Dentistry for Discussion”’in 2015.  4. Picturization of one case
 of“Ethical Cases of Dentistry for Discussion”in 2016.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
医療倫理や生命倫理に対する関心は 1990
年頃からわが国でも急速に高まり、近年では
医療系大学において医療倫理や生命倫理が
正規の授業科目として取り上げられるよう
になった。ところが、歯科大学や歯学部にお
いてとくに重要であるはずの歯科医療倫理
は、わが国では十分に議論もされず、あまり
関心も持たれていない。そこで、前回の科研
費により「わが国における歯科医療倫理学の
構築ための基盤的研究」（2010-2012）を実施
し、その主要な成果として、「よき歯科医師
になるための 20 の質問 倫理的検討事例集
（2013年度版）」（以下、「事例集」という。）
を作成した。本科研費による研究はその成果
をさらに充実させ発展させることを背景と
する。 
 
２．研究の目的 
以上を背景として、研究目的を当初、以下
の三点とした。 
第一に、わが国において開業歯科医が直面
しうるような倫理的事例を 30 例ほど新たに
収集し、それらを整理・分析・検討し、それ
をもとに学生参加型教育に有効な教育材
料・手法を開発すること。 
第二に、大学院歯学研究科における研究倫
理教育の実態を調査し、日本学術会議が求め
ているような有効な研究倫理教育を進める
ための基本的な教育材料及びカリキュラム
を作成すること。 
第三にこれまでほとんど顧みられること
のなかった、治療のために抜去され、いった
ん医療廃棄物として保管された歯の教育・研 
究利用に関するルールを作成することであ
る。 
 しかしながら、第二の目的は、わが国の研
究機関における研究倫理教育が文部科学省
のガイドラインにより事実上必修化され、ま
た参照基準も学術振興会から出されたため、
この第二の目的の代わりに、「事例集」にお
ける倫理的検討事例のひとつを映像化する
こととした。ところが費用等の事情から、第
三の目的も取り下げざるを得なくなった。 
 
３．研究の方法 
 以上のような事情から第一の目的のみを
達成するために以下のように研究を進める
こととした。 
(1) 「事例集」の利用状況の調査及び発表。
本科研費の連携研究者がどのように「事例
集」を利用しているのかを調査して、その結
果を広く歯学教育関係者に共有してもらえ
るように学会発表する。 
(2) プロフェッショナリズムに関するシンポ
ジウムの開催。世界的に医学教育及び歯学教
育におけるプロフェッショナリズム教育の
重要性が認識されているなかで、改めてプロ
フェッショナリズムとは何かを問うシンポ
ジウムを開催し、歯科医療倫理教育との関係

について検討する。 
(3) 「事例集」を利用した歯科医療倫理・プ
ロフェッショナリズム教育の普及のために
ワークショップを開催する。 
(4) 「事例集」の倫理的検討事例のひとつに
ついてシナリオを作成し、それをもとに映像
化する。 
 
４．研究成果 
(1) 2013年 7月 12日から 13日に北海道大学
で開催された第 32 回日本歯科医学教育学会
学術大会（北海道大学）にて、「倫理・プロ
フェッショナリズム教育Ⅰ─「よき歯科医師
になるための 20の質問（2013年度版）」─」、
「倫理・プロフェッショナリズム教育Ⅱ─「倫
理的検討事例集（2013 年度版）」─」、「事例
を活用したプロフェッショナリズム教育の
Tips」、「歯科学生のための倫理・プロフェッ
ショナリズム教育用ツールに関する考察」と
題する発表（計 4発表）を行った。 
「倫理・プロフェッショナリズム教育Ⅰ─「よ
き歯科医師になるための 20の質問（2013年
度版）」─」では、前回の科研費によって 
作成した「よき歯科医師になるための 20 の
質問（2013年度版）」の作成経緯および成果
を、「倫理・プロフェッショナリズム教育Ⅱ─
「倫理的検討事例集（2013 年度版）」─」で
は、同様に前回の科研費によって作成した
「倫理的検討事例集（2013年度版）」の作成
経緯および成果をそれぞれ発表した。 
「事例を活用したプロフェッショナリズム
教育の Tips」では、連携研究者がすでに実施
している事例を用いたプロフェッショナリ
ズム教育について、「歯科学生のための倫
理・プロフェッショナリズム教育用ツールに
関する考察」では、連携研究者が勤務する大
学で作成された 360度評価と「よき歯科医師
になるための 20 の質問（2013 年度版）」と
の異同について、それぞれ発表した。 
これらの発表および質疑によって明らか
になった今後の研究課題は、多くの教育現場
で「事例集」を使用してもらい、可能なかぎ
りフィードバックを受けた上で、それぞれの
問題点、改良点を明らかにする必要があるこ
と、また学部教育だけでなく卒後の臨床研修
においても有用な倫理的検討事例を作成す
る必要があること、である。 
(2) 2014年 7月 4日から 5日に北九州国際会
議場で開催された第 33 回日本歯科医学教育
学会学術大会第１日において「歯科医療人プ
ロフェッショナリズム教育における新しい
潮流」というテーマで連携研究者（木尾哲朗、
尾崎哲則、平田創一郎）3 名と、科研費にて
招聘した香港大学のMichael Burrow氏とで
シンポジウムを行った。木尾が座長として、
プロフェッショナリズム教育の対象を専門
職という集団として捉える必要があり、それ
が今回の企画の意図であることについて述
べた後、尾崎が日本歯科医学教育学会におけ
る倫理・プロフェッショナリズム教育の取り



組みを振り返るとともに、「事例集」改訂版
作成への協力依頼を行った。Burrow 氏はプ
ロフェッショナリズムがあいまいな概念で
あることを指摘しつつ、それがプロフェッシ
ョナル・プラクティスのコア・コンピテンシ
ーに含まれるようになった背景として、歯学
教育における質の保証が社会から求められ
るようになったことを述べた上で、香港、ヨ
ーロッパ、オーストラリアにおけるコア・コ
ンピテンシーの各領域を比較した。平田は情
意教育における評価の困難さを指摘して、教
員による評価のみならず、自己による評価、
同級生による評価、患者による評価など、他
方面からの評価（360度評価）の必要性とそ
の可能性について指摘した。 
(3) 2015年 7月 10日から 11日に鹿児島県か
ごしま県民交流センターで開催された日本
歯科医学教育学会学術大会終了後、11 日の
16時から翌日 12日の正午まで同センターで
「倫理的検討事例を用いたプロフェッショ
ナリズム教育の展開」と題するワークショッ 
プを実施した。参加者は 21 名。このワーク
ショップについてプレアンケート、ポストア
ンケートをもとに検討した。 
(4) 「事例集」のうちのひとつ（016 認知症
患者への新義歯作成）シナリオ化して映像化
し配付用 DVDを作成した。 
元のケースは以下のとおり。 

 
016 認知症患者への新義歯作成 
特別養護老人ホームに入所中の Dさん（83
歳、女性）の担当ケアマネジャーから本大学
病院に歯科訪問診療の依頼がありました。日
常的に義歯が落ちるので、1 年前に近隣の歯
科医院に訪問診療をお願いしたところ、Dさ
んは古い義歯をはずしたがらず、また認知症
のために治療について理解することもでき
ないため、身体抑制下で新義歯を作成しても
らったとのことでした。しかし、Dさんは新
義歯を装着しようとせず、その歯科医師から
これ以上は何もできないと言われたため、大
学病院に診療の依頼をしたとのことです。ケ
アマネジャーと施設職員、そして家族も体重
減少を心配し、どうにか適合の良い義歯を入
れてもらって D さんに食事をして欲しいと
思っているようです。 

Dさんに自己紹介をして、診療の用意をし
た後、口腔内診察を開始しようとすると「ど
なた？」と言われました。確かに重度の記銘
障害のあることがわかりました。 
口腔内を拝見したところ、古い義歯の適合
状態は悪く、新しい義歯では良好でした。不
適合の古い義歯では、工夫して使用する必要
があり、食事に時間がかかる可能性もありま
した。しかし、食事場面を拝見すると、古い
義歯使用時は食事が進むが、新義歯になると
食事を口の中に入れることすら嫌がってい
ました。Dさんに「入れ歯はどうですか？」
とたずねると、「カタカタする。」とお答えに
なり、不適合なことは理解しておられるよう

でした。しかし、「新しい入れ歯はカタカタ
しませんよね」と聞くと「主人は一人と決め
ているの。だから、入れ歯もひとつと決めて
いるの。」という答えが返ってきました。 
 
議論点 
１．認知症で治療に理解が得られない場合、
身体抑制下で治療をすることは適切でしょ
うか。 
２．治療計画の決定において、Dさんが認知
症を伴う要介護高齢者であるということで、
周囲の者が D さんを思うあまり、歯の欠損、
義歯不適合などの歯科医学的背景にとらわ
れ、Dさんの望みや、価値観、人生観を理解
しようとしていなかったのではないでしょ
うか。 
３．治療に対する患者の理解を得るには様々
な方法があります。認知症といっても、本人
にとって重要な思い出とつながるようなコ
ミュニケーションを行なうことで、理解や納
得を得ることが可能ではないでしょうか。 
４．40年以上前に作成した義歯は、Dさんに
とって家族のように大切なもの、あるいは体
の一部になっているとさえ言えるようなも
のです。「そうですか。ご主人も年を重ねる
ごとに、変わってきたと思います。その年代
にあった服装にして毎日、素敵に送りだして
いたのではないですか。入れ歯も今の口の中
にあうきれいなものに調整しませんか。」と
いうようなアプローチはどうでしょうか。 
「20の質問」関連番号：2, 15, 16, ⑰ 

 
この本文660字ほどの事例を連携研究者の平
田（創）が「いれ歯はひとつ」というタイト
ルをつけてシナリオ化し、制作会社に依頼し
ておよそ 18 分の長さの映像作品にした。映
像化にあたっては、プロの俳優 3 名以外に、
とくに歯科医療に関わる配役については、東
京歯科大学と神奈川歯科大学の教員が演じ
た。また、認知症患者が入所しているという
設定の施設についても、実際の老人保健施設
の協力を得ることができた。 
 
(5) 以上の主張な成果のほかに、2013年度版
の事例集の改訂版を作成するために、新たな
事例を最終的に 20ほど集めることができた。
しかし、それらをブラッシュアップして改訂
版として本科研の成果として出すことはで
きなかった。機会を改めて整理し直して公開
する予定である。 
なお、歯科おいても世界医師会のジュネー
ブ宣言、ヘルシンキ宣言、リスボン宣言が、
モデル・コア・カリキュラム及び歯科医師国
家試験出題基準に基づいて教育されている
が、肝心の歯科に係る国際宣言等が教育され
ていない。そのため、FDI世界歯科連盟の「歯
科医療専門職の国際倫理綱領」（1997）、「歯
科医師の基本的な責務と権利」（2007）、「歯
科における患者の基本的な権利と責務」
（2007）を訳出し、標準的な社会歯科学の教



科書に収録した。また、歯科衛生学教育にお
いても国際的な規範の教育が必要であると
考え、国際歯科衛生士連盟の「倫理綱領」
（2004）について、日本歯科衛生士会の訳を
訂正した上で、歯科衛生学生を対象とする歯
科医療倫理の教科書に収録した。 
さらに、患者の権利の変遷について整理し
て、生命倫理の教科書に掲載した。 
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